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研究のトピックス性 

一酸化二窒素(N2O)は強力な温室効果ガスであると共に、オゾン層破壊の原因物質で

もあり、発生量の削減は急務となっています。我々は N2O 発生源の一つとして知られ

るダイズ畑を対象として、ダイズ根粒菌による N2O 削減技術の開発に取り組みました。

DNA 校正機能を低下させ自然突然変異を高頻度に引き起こす進化加速法により、

N2O 還元活性を強化したダイズ根粒菌（nos 強化株）を作出しました。この根粒菌をダ

イズに接種することによって、ダイズ根圏からの N2O 発生が抑制されることを実験室レ

ベルで証明しました。さらに圃場レベルでも、このダイズ根粒菌接種によって、特にダイ

ズ収穫期後の N2O 発生量を大幅に削減することを実証しました。これは、現在有効な

N2O 発生削減策がない中で、共生微生物を利用した初めての生物学的 N2O 発生削減

法として注目されています。 
 

 

研究の波及効果 

二酸化炭素の300倍の温室効果を有するN2Oは、近年その大気中濃度が著しく増加し続

けています。また、N2Oは深刻な地球環境問題であるオゾン層の破壊の原因物質でもあ

ります。N2Oの主要な発生源は農耕地で、削減技術の開発が切望されています。本研究

で開発したN2O削減法は、微生物を利用した初めての生物学的N2O発生削減法として注

目され、今後、肥料メーカ等との協力により効率的な根粒菌の接種手法の開発などを進

めることによって、本技術が早期に実用化されることが期待されます。 
 

  
 

 

 根粒が共生窒素固定で獲得した窒素は、根粒の老化に伴い N2O ガス

として一部が大気中に放出される。 
 ダイズ根粒菌 nos 強化株により、N2O 発生が減少することが分かった。 

 圃場レベルで nos 強化株を接種した場合も、

N2O発生削減の効果のあることが温室効果ガ

スの精密連続測定により明らかになった。 


